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昭和39 (1964) 年の文部省告示を経て, 平成元
(1989) 年, 平成10 (1998) 年, 平成20 (2008) 年
に改訂され, 平成29 (2017) 年の今回が第５次改
訂となる１)｡ 一方, ｢保育所保育指針｣ は, 昭和40
(1965) 年に厚生省から刊行され, 平成２ (1990)
年, 平成11 (1999) 年, 平成20 (2008) 年の改訂






しかし, 平成18 (2006) 年の ｢就学前の子どもに
関する教育, 保育等の総合的な提供の推進に関する





















小 山 優 子
(保育学科)
Points of Revision in the 2017“Kindergarten Course of Study”,
“Nursery School Guidelines”, and“Early Childhood Education Course of Study”
Yuko KOYAMA
キーワード：幼稚園教育要領､ 保育所保育指針､ 幼保連携型認定こども園教育・保育要領
Kindergarten Course of Study, Nursery School Guidelines,
































り組む態度を養うこと｣ とし, 従来の ｢基礎的な知
識技能｣ だけでなく, ｢課題解決のための思考力,
判断力, 表現力｣ や ｢主体的に学習に取り組む態度｣
も育成すべき３)とした｡ 平成20年１月17日中教審答






確実に身に付け, 自ら課題を見付け, 自ら学び, 自
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第２章 ねらい及び内容











































通じて, 感じたり, 気付いたり, 分かったり, でき
るようになったりする ｢知識及び技能の基礎｣ (２)
気付いたことや, できるようになったことなどを使
い, 考えたり, 試したり, 工夫したり, 表現したり
する ｢思考力, 判断力, 表現力等の基礎｣ (３) 心
－ 3－
図１. 平成29年改訂の ｢幼児教育において育みたい資質・能力の整理｣ (学習指導要領改訂. 別添資料参照)
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第57号 (2018年)
情, 意欲, 態度が育つ中で, よりよい生活を営もう
とする ｢学びに向かう力, 人間性等｣ の３点を挙げ
ている｡ また幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
として, (１) 健康な心と体 (２) 自立心 (３) 協
同性 (４) 道徳性・規範意識の芽生え (５) 社会生
活との関わり (６) 思考力の芽生え (７) 自然との
関わり・生命尊重 (８) 数量や図形, 標識や文字な

































る｡ 領域 ｢人間関係｣ については, ｢身近な人と親





や特徴に気付くようにすること｣ である｡ 領域 ｢環
境｣ については, ｢日常生活の中で, 我が国や地域
社会における様々な文化や伝統に親しむこと｣ ｢文
化や伝統に親しんだ際には, 正月や節句など我が国













て, 言葉が豊かになるようにすること｣ である｡ 領
















































３ 職員の研修等 ４ 研修の実施体制等
平成20年の保育所保育指針９)の章構成は, ｢第１






























































第３章 ｢健康及び安全｣ については, １子どもの







では, 睡眠中, プール活動・水遊び中, 食事中等の
場面では重大事故を起こしやすいために必要な対策
を講じること, ４災害への備えは新しい節立てのも
と, (１) 施設・設備等の安全確保, (２) 災害発生
時の対応体制及び避難への備え, (３) 地域の関係
機関等との連携についてなど, 健康・安全面に関す
る記載が増えている｡ 第４章 ｢子育て支援｣ につい
ては, ２ (１) イ. 保護者の子育て力向上のために
も保育所における保育の活動に対する積極的な参加
を促すこと, (２) ウ. 外国籍家庭などの特別な配
慮の必要な家庭への個別の支援について記載されて
いる｡












ること, ３ (２) 外部研修の活用では, 職場内での
研修に加え, 関係機関等による外部研修の参加機会






































































































された ｢知識及び技能の基礎｣ ｢思考力, 判断力,
表現力等の基礎｣ ｢学びに向かう力, 人間性等｣ と
いう用語は初めて示されたが, ｢感じたり, 気付い
たり, 分かったり, できるようになったりする｣
｢考えたり, 試したり, 工夫したり, 表現したりす




































園は文部省が ｢保育｣ という用語を使い, 文部省側







稚園教育｣ ｢幼児教育｣ ｢教育｣ という言葉を使うよ
うになる｡ 一方, 保育所は厚生省管轄となり児童福
祉施設に位置づけられると, ０～６歳までの乳幼児
の ｢保育｣ ｢福祉｣ を実践する場として, 主に共働
きの保護者を支援する施設としての自負を持ち保育
















































図２. 平成20(26)年改訂. 幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園の保育内容 (養護と教育)









































































































遷』 萌文書林, 2017年, 10－11頁







































(受稿 平成29年11月24日, 受理 平成29年12月22日)
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